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担当課

4

都市基盤

市民四季の森のＰＲを行うとともに、市民への緑化意識の高揚を図る。

○23年度実施内容

　バラとアジサイの開花時期にあわせ６月４日から６月１９日までの１６日間にわたり実施し

た。オープニングの６月４日と５日には、ステージイベントや緑化木の配布のほか、市民団体

との協働による体験型ブースの出展や自然観察会・クイズラリーなどを開催した。６月１１日

と１２日には、緑化推進協議会によるウォールバスケット教室　６月１８日と６月１９日パワー

スポットラリーなどを開催した。

【直接経費の内訳】

　開催委託料（7,198千円）

　写真大会等の審査員謝礼（60千円）

　賞品等消耗品（124千円）

助成 0

みどり公園課

花と緑推進係

54

平成３０年度以降

公園・緑地・緑道

総合計画

分野別計画

予算区分

緑化意識の普及・啓発を進める
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事務事業名 市民四季の森バラ・アジサイまつり開催事業

会計区分 事業類型 一般一般会計
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従事者数

従事者数

人件費

Ｈ21決算額

　賞品等消耗品（124千円）

　資材購入費（701千円）

○24年度実施内容

　市民参加によるイベントの拡大を図るため、市民参加団体2団体を追加するとともに、新た

に名古屋造形大学の参加を予定している。

　緑化意識を高めるイベントの充実するため、体験型のクラフトコーナーや、市民四季の森

の自然を満喫できる園内巡回型のクイズラリーや探検ツアーなどを行う。

　無
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H24

人

成果指標である来場者数は目標の30,000人を達成でき、施設のＰＲは充分にできて

いる。また、緑化イベントへの参加も多く緑化意識の高揚を図ることについてもある程

度達成できている。
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・事業目的を緑化意識の高揚を図ることに重点を移していくことが必要である。

・さらに市民協働を拡大した開催内容としていくことが必要である。

268

一次評価のとおり。平成23年度外部評価を受けた改善が進められており現状維持とする。

改善案等

事事事事

業業業業

のののの

自自自自

己己己己

評評評評

価価価価

今今今今

後後後後

のののの

事事事事

業業業業

のののの

方方方方

向向向向

性性性性

現状維持

判定理由

施設のＰＲや、緑化意識の高揚を図るための機会と市民との協働の場が減る

事業を縮小・

廃止したときの

影響
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事業実施におけ

る課題等

・市民が企画し参加するイベントとするため、事業委託業者選定の企画審査会に市民

活動団体代表を加え意見を取り入れるとともに、ネイチャークラフト体験ブースを拡充

するなど、緑化意識の高揚を図るためのイベントの充実を図る。

・イベント関係者の搬入路を、一般来場者入場口とは別の入り口とし、入場券を配布

しガードマンにより確認を行うことで混乱を避ける。

・イベント名称の「バラ・アジサイ」の変更も視野にいれ、来場者に市民四季の森を満

喫していただけるように、開催時期についても検討していく。

・さらに市民協働を拡大した開催内容としていくことが必要である。

・イベント関係者は、施設開場前に入場できるが、一般の来場者との判別が困難で、

一部混乱が生じていたため、改善の必要がある。

・イベント名称の「バラ・アジサイ」については、イベント開催時期が限定されてしまう。

来場者も多く、施設のＰＲや緑化意識の高揚については、一定の成果が上がっている

と考えられるため。また、イベント全体を通して大きなトラブルも発生していないため。

方向性の判定


